
中東遠総合医療センター

診療実績
外来 ⼊院

1⽇当たり
外来患者数 ⼊院⽇数 1⽇当たり

⼊院患者数
1⽉ 57 301 9.7 
2⽉ 53 293 10.5 
3⽉ 55 394 12.7 
4⽉ 55 393 13.1 
5⽉ 56 379 12.2 
6⽉ 54 304 10.1 
7⽉ 56 398 12.8 
8⽉ 57 305 9.8 
9⽉ 53 306 10.2 

10⽉ 54 368 11.9 
11⽉ 55 279 9.3 
12⽉ 53 243 7.8 

年間平均 55 330 10.9 

病床数 500床
常勤医師数 4名
指導医数 1名

⾮常勤医師数 1名
外来コメディカル 5名
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病院の歴史・コメント

中東遠総合医療センターは平成25年5⽉に掛川市⽴総合病院と袋井市⽴
袋井市⺠病院が統合・再編された⽐較的新しい病院です。新病院となっ
てから⻑いこと⾅井先⽣が科⻑を務めておられましたが、開業を機に⼭
⼝先⽣に代わられ、その後も⼭⼝先⽣、⽦⽥先⽣とご開業が続き短い期
間での代替わりとなりました。令和8年に⼊ってからは増⽥先⽣と池⽻
先⽣が国内留学に⾏かれることになり、4⽉からは杉⼭が引継ぎ診療を
⾏っております。

現在は⽵内先⽣と松下先⽣、中嶋先⽣を含めた計4⼈常勤です。中東部
地域の要となる病院のため患者数も多く、様々な症例を経験する機会に
恵まれています。また⼿術⽇は週3回あり、⽔曜⽇は浜松医科⼤学から
⽵内⼀隆先⽣に来ていただき⼿術指導を受けています。当院で対応が難
しい症例については浜松医科⼤学や聖隷浜松病院に紹介させていただい
ておりますが、可能な限り当院で治療が⾏えるようにしたいと考えてい
ます。
近隣の先⽣⽅、関連病院の先⽣⽅にはいつもご協⼒・ご指導いただき⼤
変感謝しております。今後も4⼈で協⼒しながら精進して参りますので、
よろしくお願い申し上げます。

＜歴代部⻑年表＞
・⾅井広明先⽣（H25.5.1〜R4.3.31）

・⼭⼝裕貴先⽣（R4.4.1〜R6.3.31）

・⽦⽥由美⼦先⽣（R6.4.1〜R6.6.30）

・増⽥守先⽣（R6.7.11〜R7.12.31）

・池⽻宇宙先⽣（R8.1.1〜R8.3.31）

・杉⼭夏樹（R8.4.1〜）



学会発表
発表⽇ 学会名 筆頭演者 演題名

2025/6/26第87回⽿⿐咽喉科臨
床学会 池⽻宇宙 ⿐副⿐腔線維性⾻異形成症に対して経⿐内視鏡⼿術を施⾏した1

例

2025/10/25第136回⽇⽿⿐静岡
県地⽅部学術講演会 ⽵内実喜⼦ 嚢胞開放術後も症状が進⾏した術後性蝶形⾻洞嚢胞の1例

2025/7/5第135回⽇⽿⿐静岡
県地⽅部学術講演会 松下賢悟 浸潤型⿐副⿐腔真菌症との鑑別が困難であった多発⾎管炎性に⾁

下腫症例

2025/9/26第64回⽇本⿐科学会
総会・学術講演会 松下賢悟 浸潤型⿐副⿐腔真菌症との鑑別が困難であった多発⾎管炎性に⾁

下腫症例

2025/9/26第64回⽇本⿐科学会
総会・学術講演会 増⽥守 喫煙が好酸球性⿐副⿐腔炎および⾮好酸球性⿐副⿐腔炎のCT所

⾒に与える影響

2025/9/26第64回⽇本⿐科学会
総会・学術講演会 増⽥守 前篩⾻洞⼿術における⼯夫

2025/10/11The 21st ASEAN 
ORL-HNS Congress. 増⽥守 mpact of Smoking on Sinus CT Findings in Different Subtypes 

of Chronic Rhinosinusitis: A Retrospective Study. 

原著論⽂（邦⽂） 題名 雑誌名 巻 号 Page

増⽥守 栄養⾎管焼灼により縮⼩が得られた
glomangiopericytoma例

⽇⿐科会
誌 2025 64108−

114

講演 題名 学会研究会名

池⽻宇宙 頭頸部癌について 中東遠総合医療センター 第12回がん
治療セミナー

増⽥守 好酸球性副⿐腔炎の治療戦略―⼿術と⽣物学的製剤を中
⼼として― 第3回中東遠アレルギー疾患研究会


